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アウトドアカレアウトドアカレ
　設楽町では、「アウトドアのまち したら」のコンセプトのもと、住民や移住者、事業者が顔を合わ
せ、まちづくりに関する意見交換や学びを深め、実践していく場として、毎月「アウトドアカレッ
ジ」を開催しています。
　過去の開催状況、今後の開催予定は、設楽町ホームページにも掲載されています。
ぜひご覧ください。

テーマ募集
　アウトドアカレッジでは、住民や事業者の皆さんが興味関心のあるテーマを募集しています。皆
さんの声をお聞かせください。

活動レポート▼

貯木場跡地（道の駅したら臨時駐車場）の現状を把握し、地域振興を軸にした利活
用ワークショップを実施。参加者からは、「地元の新たな交流拠点にしたい」、「多くの方が訪れ
る場にしたい」など具体案も多数生まれました。

開催日 ４月９日㈬ 　19時～21時 会　場 設楽町役場議場
内　容

貯木場跡地利用を考えよう！

焚火を囲みながら、和やかな雰囲気で、住民・事業者などを交えた自由な交流会。
まちづくりや地域の未来への思いを語り合いました。

開催日 ４月18日㈮ 　19時～20時 会　場 道の駅したら臨時駐車場（貯木場跡地）
内　容

焚火を囲んで語らおう！

問い合わせ先

ッジ活動報告ッジ活動報告
アウトドアカレッジの魅力ポイント
①人と人がつながる
　行政、住民、地元事業者、町外の人材など、普段は接点の少ない人たちが一緒に語り合う場です。
焚火を囲んだ交流やグループワークを通じて、「はじめまして」が「一緒にやってみよう」になる
関係をつくります。

②参加型の取り組み
　アイデアを出すだけで終わらないのがアウトドアカレッジの魅力。参加者から出た提案が実際に
反映されることも。まちづくりの当事者として関わることが可能です。

③地域を深く知る
　ただ「聞く」だけでなく、「現場を見る」、「地域の人から直接話を聞く」など、学びの場としても活
用いただけます。設楽町の自然、文化、歴史、課題や可能性まで、多角的に理解できる機会です。
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アウトドアカレッジ参加者から、設楽ダム湖面の利用や地域振興の具体化に向けて、
先進地の視察を希望する声があり、宮ケ瀬ダムの視察が実現しました。ダム湖面利用やダムに
よる地域振興の効果や課題について理解を深め、将来の設楽町を考えるきっかけとなりました。

開催日 ６月８日㈰ 　終日 会　場 宮ケ瀬ダム（神奈川県）
内　容

特別企画～宮ケ瀬ダム視察～

狩猟やジビエ活用をテーマに、現状や課題について、セミナー形式でお伝えしまし
た。ジビエ加工品の試食やくくり罠の実演も行い、狩猟やジビエを肌で感じることができる場
となりました。

開催日 ７月16日㈬　19時～20時 会　場 設楽町役場議場
講　師 ジビエの森 金田治久さん
内　容

狩猟の魅力を再発見！

企画ダム対策課　☎（６２）０５１４
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詳しくはこちら▶

東三河広域連合
介護入門講座を開講します！

東三河広域連合
介護入門講座を開講します！

　介護に関する初歩的な知識や技術を学べる講座です。
　介護の仕事に興味がある方、家族が高齢になってきて介護
のことを知りたい方、介護分野のボランティアをしてみたい
方など、この機会に介護について学んでみませんか。ご参加
お待ちしています。

町民課　☎（６２）０５１９
東三河広域連合介護保険課　☎０５３２（２６）８４７３問い合わせ先

10月18日㈯・25日㈯、11月１日㈯・８日㈯・15日㈯
10時～15時
全５回１コース

日　時

・地域包括ケアシステムと介護保険制度
・これからの高齢者介護
・高齢者の心理
・認知症の理解
・介護技術（福祉用具の利用・更衣介助・食事介助・排泄介助）
・介護の仕事とボランティア活動
※内容は変更となる場合がありますので、ご了承ください。

内　容

設楽町役場会議室場　所

９月１日㈪から10月16日㈭までに中部福祉保育医療専門学校へ
電話（☎０５３３（８３）４０００）にて申込み

申　込

30名（先着順）定　員 無料受講料

東三河８市町村に在住・在勤の方対象者
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令和７年国勢調査を実施します

センサスくん みらいちゃん

総務省・愛知県・設楽町

● 国勢調査は、10月１日現在、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。

● ９月下旬頃から、調査員が皆様のお宅を訪問し、調査書類をお配りします。

● 回答は、スマホやパソコンからかんたん便利なインターネットでお願いします
　 （郵送も可能です）。

● スマホからの回答は、ＱＲコードを読み取ることで簡単にログインできます。
　 ＩＤやパスワード（アクセスキー）の入力は不要です。

● 国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく
　 子育て支援への利用、防災対策への利用、
　 企業などでの利用など、わたしたちの身近な暮らしに
　 使われています。

※回答いただいた内容は、統計の作成に関連する目的以外に使用することはありません。
※国勢調査は、統計法によって、回答する義務（報告義務）が定められています。
※国勢調査では、金銭を要求することや、銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号を
　お聞きすることはありません。
　国勢調査をよそおった詐欺（さぎ）や不審な調査にご注意ください。

企画ダム対策課　☎（６２）０５１４問い合わせ先

詳しくは国勢調査2025▶
キャンペーンサイトをご覧ください　

インターネット回答期間

9
土20 ▶10 水8

調査票（紙）での回答期間

10
水1 ▶10 水8
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ひび割れ

鉄筋

高さ

控え壁

根入れ

厚さ

　平成30年６月に発生した大阪北部を震源とする地震では、ブロック塀などの倒壊によって
尊い命が失われました。
　ブロック塀などが倒壊しないための最低限の基準が建築基準法で定められています。ブロ
ック塀は私有財産ですので、所有者の責任における維持管理が必要です。ブロック塀の所有
者が管理責任を果たさず、他人に損害を与えた時は、自然災害による事故であっても責任が
生じる場合があります。
　既設のブロック塀は、基準に従い設置されていない場合や劣化の具合によって倒壊のおそ
れがありますので、所有者の方は安全点検の実施をお願いします。

♦ブロック塀の点検のチェックポイント
　まず外観で下記の①～⑤をチェックし、ひとつでも不適合がある場合は建築士などの専門
家に相談しましょう。詳しいことを知りたい場合は、問い合わせ先へお願いします。

♦ブロック塀等撤去費補助金について
　町民の生命、身体及び財産を保護するとともに、避難に必要な経路を確保するため、地震
により倒壊するおそれのあるブロック塀などの撤去を実施する方に対し、予算の範囲内で補
助金を交付します。
○補助の対象
　町内のブロック塀などの所有者が、道路及び公共施設の敷地に面する全てのブロック塀な
どを撤去する工事。
○補助金額
　ブロック塀などの撤去に要した経費と撤去したブロック塀などの延長に１万円/mを乗じ
た額のいずれか少ない額の1/2（上限10万円）を補助。

建設課　☎（６２）０５２８問い合わせ先

あなたの家のブロック塀は大丈夫ですか？

外観でチェック
①高　さ　□ 塀の高さは地盤から2.2m以下か
②厚　さ　□ 塀の厚さは10cm以上か
　　　　　　 （塀の高さが２mを超え、2.2m以下の場合は15cm以上）　
③控え壁　□ 塀の高さが1.2mを超える場合、塀の長さ3.4m以下ごとに、
　　　　　　 塀の高さの1/5以上突出した控え壁があるか
④基　礎　□ コンクリートの基礎があるか
⑤外　見　□ 塀に傾き、ぐらつき、ひび割れなどはないか
専門家に相談しましょう　
⑥鉄　筋　□ 塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横とも80cm間隔
　　　　　　 以下で配置されており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、
　　　　　　 横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか
　　　　　□ 塀の高さが1.2mを超える場合、基礎の根入れ深さは30cm以上か

※図は日本建築防災協会資料より引用

れんが造、石造や鉄筋のないブロック造の場合は、下記の項目をチェックしましょう。
　□ 塀の高さは地盤から1.2m以下か　 □ 塀の厚さは十分か
　□ 塀の長さ４m以下ごとに、塀の厚さの1.5倍以上突出した控え壁があるか
　□ 基礎があるか　　　　　　　　　　□ 塀に傾き、ぐらつき、ひび割れなどはないか
　□ 基礎の根入れ深さは20cm以上か〈専門家に相談しましょう〉

※危険と思われる場合は、速やかに通行者への注意表示（通行注意など）をしていただくとともに、補修又は撤去を
　お願いします。
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GP CAMP.Fes2025

　一年に一度の感謝祭「GP CAMP.Fes」を今年も開催します！
　お山の上のキャンプフィールドで子どもも大人も“本気で遊ぶ”日！
　アウトドアの魅力と地域の魅力、そして夏の最後の思い出がギュッと詰まった体験型
キャンプイベント“祭り×キャンプ”で遊び尽くしましょう。
　フェスグルメなどもありますので、ご家族みんなでお楽しみください。

問い合わせ先 つぐ高原グリーンパーク　☎（８３）２３４４

日　　時　９月７日㈰ 10時～16時（入場無料）
場　　所　つぐ高原グリーンパーク
出店内容　アクティビティ・ワークショップ・キャンプガレージブランド・
　　　　　フードなど約40ブース出店予定

駐車場に限りがあるため、お車は乗り合わせてのご来場にご協力をお願いします。お願い

　名古屋の街角に独り佇み、サックスを吹く謎の侍。「名古屋の動
くパワースポット」と呼ぶ方も。「ナゴヤポップアップアーティス
ト」にも認定され、名古屋市内を中心に演奏している。
　今回、GP CAMP.Fes初見参！愛知のお山の上で、癒しのサウ
ンドをぜひお楽しみください。

出演アーティスト「サックス侍」の紹介

公式オフィシャルサイト▶
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２
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会
の
様
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
動
画
を

公
開
い
た
し
ま
す
。

〇
日
　
時　
10
月
６
日
㈪　
13
時
〜

〇
場
　
所

　
〈
分
科
会
会
場
〉

　
飯
田
文
化
会
館
及
び
飯
田
人
形
劇
場

　
〈
全
体
会
会
場
・
交
流
会
会
場
〉　

　
飯
田
文
化
会
館

〇
主
　
催

　
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン

　
推
進
会
議
（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）

〇
問
い
合
わ
せ
先

　
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン

　
推
進
会
議
（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
事
務
局

　
☎
０
５
３（
４
５
７
）２
２
４
２

第
33
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
５
in
南
信
州
の
開
催

設
楽
町
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
計
画

変
更
案
の
縦
覧

　
３
年
に
一
度
の
、
国
際
芸
術
祭
「
あ

い
ち
２
０
２
５
」
が
開
幕
し
ま
す
。
今

回
は
国
内
外
か
ら
60
組
を
超
え
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
集
結
。
世
界
中
か
ら
集
ま

る
貴
重
な
展
示
作
品
な
ど
を
ぜ
ひ
間
近

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
会
　
期
【
79
日
間
】

　
９
月
13
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈰

〇
主
な
会
場

　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
県

陶
磁
美
術
館
、
瀬
戸
市
の
ま
ち
な
か

〇
テ
ー
マ

　
灰
と
薔
薇
の
あ
い
ま
に

〇
芸
術
監
督

　
フ
ー
ル
・
ア
ル
・
カ
シ
ミ

〇
主
　
催

　
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
」

　
組
織
委
員
会

〇
問
い
合
わ
せ
先

　
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
」

　
組
織
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
２（
９
７
１
）３
１
１
１

　
詳
細
は
、
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
２

０
２
５
」
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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国
際
芸
術
祭

「
あ
い
ち
２
０
２
５
」
が

ま
も
な
く
開
幕
し
ま
す
！

　
本
年
度
の
粗
大
ご
み
の
収
集
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

〇
種
　
類

　
一
般
粗
大
ご
み

　
（
金
属
類
、
農
機
具
な
ど
）

　
有
料
粗
大
ご
み

　
（
家
電
製
品
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
）

〇
収
集
日
・
場
所

・
田
口
地
区　
９
月
28
日
㈰

　
　
ス
イ
ス
イ
パ
ー
ク
駐
車
場

・
清
嶺
地
区　
10
月
５
日
㈰

　
　
清
崎
貯
木
場
跡
地

・
津
具
地
区　
10
月
12
日
㈰

　
　
津
具
ス
ポ
ー
ツ
広
場
駐
車
場

・
名
倉
地
区　
10
月
19
日
㈰

　
　
名
倉
プ
ー
ル
横　
講
堂
跡
地

〇
収
集
時
間

　
９
時
30
分
〜
15
時

※

小
型
家
電
（
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ

ン
、
ゲ
ー
ム
機
）
も
有
料
で
回
収

し
ま
す
。
家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、
乾
燥
機
）
は
家
電
リ
サ

「
粗
大
ご
み
」
の
収
集

イ
ク
ル
券
と
別
途
運
搬
料
（
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
４
，
５
０
０
円
、
そ

の
他
３
，
５
０
０
円
）
が
必
要
で

す
。
事
前
に
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
」
を
お
近
く
の
郵
便
局
で
購
入

し
て
い
た
だ
き
、「
振
替
払
込
受
付

証
明
書
」
と
と
も
に
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※

有
料
粗
大
ご
み
の
料
金
の
お
支
払

い
は
「
現
金
」
の
ほ
か
、「
商
工
会

商
品
券
」、「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

生
活
課　
☎（
６
２
）０
５
２
２

〇
日
　
時

　
10
月
１
日
㈬　
10
時
〜
13
時

　
（
受
付
は
12
時
30
分
ま
で
）

〇
場
　
所

　
田
口
特
産
物
振
興
セ
ン
タ
ー

〇
内
　
容

　
登
記
に
関
す
る
こ
と
（
不
動
産
の
相

続
、
贈
与
な
ど
、
会
社
の
登
記
）
／

民
事
裁
判
の
手
続
に
関
す
る
こ
と

（
多
重
債
務
、
敷
金
返
還
な
ど
）
／

家
庭
裁
判
所
の
手
続
に
関
す
る
こ
と

〜
法
の
日
記
念
事
業
〜

司
法
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
面
接
相
談

（
夫
婦
や
親
子
の
問
題
、
遺
産
分
割
、

成
年
後
見
な
ど
）
／
遺
言
の
作
成
に

関
す
る
こ
と
／
土
地
の
境
界
に
関
す

る
こ
と

〇
定
　
員

　
予
約
優
先
・
当
日
会
場
で
も
受
け
付

け
ま
す
（
先
着
順
）

〇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
支
部

☎
０
５
３
２（
５
８
）９
９
５
１

（
受
付
時
間
：
平
日
９
時
〜
16
時
）

※

相
談
会
前
日
ま
で

　
９
月
の
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
日

に
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〇
日
　
時

　
９
月
４
日
㈭
↓
９
月
18
日
㈭

　
10
時
〜
15
時

〇
場
　
所

　
山
村
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

〇
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課　
☎（
６
２
）０
５
１
９

特
設
人
権
相
談
の

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ
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官
公
署
に
提
出
す
る
各
種
申
請
書
、

届
出
書
な
ど
に
つ
い
て
、
他
人
に
そ
の

作
成
を
依
頼
し
た
り
、
相
談
し
た
り
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
書
類
を
県
や
市
町

村
な
ど
の
官
公
署
に
提
出
す
る
手
続
の

代
理
を
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
と
き
の
た
め
に
、

行
政
書
士
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
会
の
会
員

と
し
て
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
き
次
の

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
権
利
義

務
・
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
（
実

地
調
査
に
基
づ
く
図
面
類
を
含
む
）

の
作
成

②
①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出
す
る
手

続
の
代
理

③
行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類
の
契
約
代
理

④
①
の
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
の
相
談

　
行
政
書
士
会
の
会
員
で
な
い
者
が
、

他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
①
の

業
務
を
行
う
こ
と
は
、
行
政
書
士
法
に

よ
り
、
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
違

反
し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
を

他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
以
上
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

愛
知
県
総
務
局
総
務
部
法
務
文
書
課 

☎
０
５
２（
９
５
４
）６
０
２
３

愛
知
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
２（
９
３
１
）４
０
６
８

各
種
申
請
書
な
ど
の
作
成
を

他
人
に
依
頼
す
る
と
き
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
東
三
河
教
育
事
務
所
で
は
、
小
中
学

校
で
勤
務
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
東
三
河

教
育
事
務
所
ま
た
は
設
楽
教
育
指
導
室

で
登
録
票
を
記
入
し
て
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
登
録
方
法
に
つ
い
て
は
東

三
河
教
育
事
務
所
へ
、
選
考
な
ど
に
つ

い
て
は
設
楽
町
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
の
際
に
は
、
福
祉
や
児
童
生
徒

に
関
す
る
資
格
（
社
会
福
祉
士
・
精

神
保
健
福
祉
士
・
教
員
な
ど
）
が
証

明
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

　
東
三
河
教
育
事
務
所

　
☎
０
５
３
２（
３
５
）６
１
９
１

　
設
楽
町
教
育
委
員
会

　
☎（
６
２
）０
５
３
１

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　
　
ワ
ー
カ
ー
人
材
登
録

　
「
就
職
」
は
、
一
人
の
人
間
に
と
っ

て
、
生
活
の
安
定
や
社
会
参
加
を
通
じ

て
の
生
き
が
い
等
、
生
き
て
い
く
上
で

極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、「
職
業
選
択
の
自
由
」
を
基

本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
す
べ
て
の
国

民
に
保
障
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う

な
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
雇
用
す
る
側
が
人
権
を

尊
重
し
た
公
正
な
採
用
選
考
を
行
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
全
体
で

人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
公
正

な
採
用
選
考
の
実
施
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
９
月
を
「
公
正
な
採
用
選

考
啓
発
強
化
月
間
」
と
定
め
、
広
く
国

民
に
啓
発
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

愛
知
県
ま
た
は
愛
知
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

☎
０
５
３
６（
２
２
）１
１
６
０

事
業
主
の
皆
様
へ

９
月
は
「
公
正
な
採
用
選
考

　
啓
発
強
化
月
間
」
で
す
！

　
東
三
河
各
地
を
歩
い
て
回
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
発
見
し
ま

す
。

〇
対
　
象

　
全
３
回
参
加
で
き
る
方
で
東
三
河
在

住
、
在
勤
の
方
優
先

〇
講
　
師　
各
市
町
の
職
員
ほ
か

〇
定
　
員　
50
人
（
抽
選
）

〇
受
講
料　
第
１
・
３
回…

無
料

　
　
　
　
　
第
２
回
の
み

　
　
　
　
　
高
校
生
以
上　
１
６
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下　
80
円

〇
申
込
締
切　
９
月
17
日
㈬

〇
そ
の
ほ
か

　
現
地
集
合
・

現
地
解
散
で

す
。
定
員
を

超
え
る
申
込

み
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、

春
の
講
座
を

受
講
し
て
い

な
い
方
を
優

先
し
ま
す
。

３
回
通
し
で

参
加
受
付
し
ま
す
。

〇
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会　
☎（
６
２
）０
５
３
１

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

「
行
っ
て
み
た
い
わ
！

　
　
　
東
み
か
わ
！　
秋
編
」

回 日　　時 テ　　ー　　マ 場　　　所

１

3

２

10月17日㈮
10時～
正午

赤坂の舞台・大橋屋
（旧旅籠鯉屋）を

訪ねる

豊川市
大橋屋

（旧旅籠鯉屋）（　　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　　）

10月31日㈮
13時～
14時30分

シェルマよしごで知る
縄文時代の渥美半島と
人々の暮らし

11月14日㈮
10時～
正午

武田勝頼の陣跡を辿る！
長篠・設楽原の戦い
450年歴史散策

田原市
吉胡貝塚
資料館
新城市
長篠城址
史跡保存館
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令和７年度愛知県社会教育委員連絡協議会表彰
　５月28日㈬、愛知県社会教育委員連絡協議
会総会で、町社会教育委員の後藤郁夫委員と伊
藤喜子委員が、長年の社会教育活動が認められ、
表彰を受けました。
　県内の表彰者の代表として、後藤郁夫委員が
自らの活動とともに謝辞を述べました。

左から伊藤委員、後藤委員

令和７年度設楽町男女共同参画推進事業講演会
　７月26日㈯、男女共同参画事業の一環
として、男女共同参画の視点を交えた防災
をテーマに、椿佳代氏を講師にお招きし、
講演を実施しました。
　避難所のトイレを再現してその使い方を
実演いただくなど、実践的な内容で、参加
者の方々に自分ごととして考えていただく
ことができました。

いく お

よし こ

東三河スポーツ推進委員連絡協議会５年・15年表彰
　６月21日㈯、令和７年度東三河スポーツ推進委員連
絡協議会実技研修会で、長年スポーツ推進活動を務めら
れたことで、町スポーツ推進委員の竹下和徳委員が15
年表彰を、齋藤真委員が５年表彰を受けました。
　表彰後、実技研修会があり、東三河のスポーツ推進委
員とともにテニピンとフットゴルフについて研修しまし
た。今後も、町スポーツ推進委員は、住民の皆さんの心
と体の健康のために、スポーツをする機会を増やすよう
活動していきます。 左から竹下委員、齋藤委員

かず なり

まこと

か よ
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地域おこし協力隊のまちづくり日記

　
９
月
21
日
㈰
か
ら
30
日
㈫
ま
で
の
10

日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
日
没
時
刻
が
日
増
し
に
早

く
な
る
こ
と
か
ら
、
運
転
者
に
と
っ
て

は
歩
行
者
や
自
転
車
の
動
き
が
見
え
に

く
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
量
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
交
通

事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

◎
ラ
イ
ト
・
オ
ン
運
動
の
推
進

　

平
成
14
年
度
か
ら
愛
知
県
が
推
進
し

て
い
る
夕
暮
れ
時
の
前
照
灯
早
め
点
灯

運
動
で
、
日
没
時
刻
の
概
ね
１
時
間
前

に
前
照
灯
の
点
灯
を
促
す
運
動
で
す

（
雨
天
・
曇
天
の
視
界
不
良
時
は
昼
間

で
も
点
灯
）。

　

夕
暮
れ
時
に
は
交
通
事
故
が
多
く
発

生
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
自
分
の
車
の
存
在
を
周
囲
に
知

ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
夜
間
に
お
け
る

　「
ハ
イ
ビ
ー
ム
」
の
活
用

　

視
認
性
の
悪
い
夜
間
に
お
け
る
交
通

死
亡
事
故
な
ど
重
大
事
故
の
発
生
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
夜
間
に
お

け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
認
性
を
向
上
さ

せ
、
歩
行
者
な
ど
と
の
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
対
向
車
や
先
行
車
が
い

な
い
場
合
は
、
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
効
果
的

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
前
照
灯
は
、
交
通
量
の
多
い
市
街
地

な
ど
を
通
行
し
て
い
る
と
き
を
除
き
、

ハ
イ
ビ
ー
ム
に
し
て
、
歩
行
者
な
ど

を
少
し
で
も
早
く
発
見
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
対
向
車
と

行
き
交
う
と
き
や
、
ほ
か
の
車
の
直

後
を
通
行
し
て
い
る
と
き
は
、
前
照

灯
を
減
光
す
る
か
、
ロ
ー
ビ
ー
ム
に

切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
交
通
量
の
多
い
市
街
地
の
道
路
な
ど

で
は
、
前
照
灯
を
ロ
ー
ビ
ー
ム
に
切

り
替
え
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

対
向
車
の
ラ
イ
ト
が
ま
ぶ
し
い
と
き

は
、
視
点
を
や
や
左
前
方
に
移
し
て
、

目
が
く
ら
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
カ
ー
ブ
な

ど
の
手
前
で
は
、
前
照
灯
を
ハ
イ
ビ

ー
ム
に
す
る
か
点
滅
さ
せ
て
、
ほ
か

の
車
や
歩
行
者
に
交
差
点
へ
の
接
近

を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　問
い
合
わ
せ
先　

設
楽
警
察
署　

☎（
６
２
）０
１
１
０

■
運
転
免
許
更
新
予
約
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

○
運
転
免
許
証
の
更
新
を
さ
れ
る
方
は
予
約
が
必
要
で
す
。

○
対
象
者
は
、
更
新
時
の
講
習
区
分
が
優
良
、
一
般
、
違

反
者
、
初
回
の
方
で
す
。

※

高
齢
者
の
方
は
、
高
齢
者
講
習
が
修
了
し
て
い
れ
ば
、

予
約
な
し
で
更
新
で
き
ま
す
。

○
詳
し
く
は
愛
知
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い（
警
察
署
で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
）。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て
平
日
の
正
午
か
ら
16

時
ま
で
の
間
で
す
。

《
ご
不
明
な
点
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
》

夕
暮
れ
に
　
歩
行
者
を

　
　
照
ら
す
　
照tim

e

〜
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

　
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

　
　
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
〜

　地域おこし協力隊の早坂安未です。

 現在取り組んでいる業務は、広報で使用するフ

ライヤー・ポスターなどデザインの作成や広報物

に掲載する写真の撮影を行っています。また、同

じ地域おこし協力隊のメンバーと「奥三河地域デ

ザイン編集部」というチームを組み、奥三河地域

全体を「企画、編集、デザインを通してまちの温

度を上げる」ということをミッションに活動して

います。

　今後も私に何ができるかを考えて取り組んでま

いりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

企画ダム対策課　☎（６２）０５１４問い合わせ先

早坂　安未さん
あはやさか み

12

株式会社オクミカワ
重機オペレータ／現場作業員　募集

問い合わせ先／TEL：0536‒62‒1541　担当：杉山

　未経験、女性作業員歓迎！
　主に設楽町で、道路のアスファルト舗装工事を請け負っています。

就業時間 ８時00分～17時00分（休憩時間　60分以上）

休　　日 土曜日、日曜日、その他
※土曜日は基本休日となりますが、
　工程の都合により就業日となる場合があります。

加入保険等 雇用保険、労災保険、健康保険、厚生年金

各種手当 次世代支援手当（お子さんの成長に合わせて、出産～高校入学までの間、
出産時、園、小、中、高入学時に支援金を支給　最大1,200,000円）

交 通 費 一部支給　最大21,000円／月 昇給・賞与 有

募集職種 重機オペレータ／現場作業員 雇用形態 正社員

基 本 給 220,000円～（経験、資格等考慮します）年齢制限あり ～59歳

有料広告

有料広告

白岩物産株式会社
調理補助スタッフ／清掃スタッフ

応募・問い合わせ先／TEL：045‒834‒9338　採用担当宛て

　工事宿舎内で作業員さん達のサポートをするお仕事です。
　委細面談、まずはお気軽にお問い合わせください。

就業時間 調理補助　９時00分～13時00分
　　　　　または16時00分～20時00分
清　　掃　９時00分～12時00分

待　　遇 交通費支給（車通勤可）、まかない付
曜日・時間応相談、土日休み

募集職種 調理補助スタッフ／清掃スタッフ

勤 務 地 設楽町田口字田養13番

時　　給 1,162円～

急募！！！
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今
年
度
は
、
愛
知
県
へ
き
地
教
育
研
究

協
議
会
・
北
設
楽
地
方
教
育
事
務
協
議
会

の
委
嘱
を
受
け
た
研
究
の
最
終
年
で
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
津
具
で
学
び
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成

－

生
活
科
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
で
育
む

－

」
と
い
う

研
究
主
題
の
下
、
全
校
27
名
の
子
ど
も
た

ち
は
、
ヤ
ギ
の
ユ
キ
オ
の
世
話
、
五
平
餅

づ
く
り
、
か
か
し
づ
く
り
、
津
具
の
川
の

学
習
、
津
具
の
遺
跡
・
城
跡
・
巨
木
・
津

具
の
七
賢
人
の
学
び
な
ど
、
津
具
の
「
ひ

と
・
こ
と
・
も
の
」
か
ら
、
夢
中
に
な
っ

て
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
発
表
会
は
10
月
31
日
㈮
で
す
。

ヤギのユキオの世話（１年）

小
中
学
校
の

あ
れ

れ

こ

★
今
月
は 

津
具
小
学
校

設楽中学校
ホームページ

田口小学校
ホームページ

清嶺小学校
ホームページ

名倉小学校
ホームページ

津具小学校
ホームページ

五平餅づくり（２年）

かかしの見学（３・４年） 津具の川の学習（３年若葉学級）

信玄坑見学（５・６年）

　

２
０
１
５
年
に
始
ま
っ
た
奥
三
河
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ル
（
昨
年
度
よ
り
「
奥
三
河
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
」
と
改
称
）
で
は
、

コ
ー
ス
の
誘
導
や
応

援
、
小
松
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域

の
方
と
一
緒
に
選
手

を
お
も
て
な
し
す
る

な
ど
、
毎
年
田
口
高

校
生
も
運
営
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
は
、
旧
田
口
線
廃
線
跡
を
コ
ー
ス

に
す
る
た
め
の
整
備
作
業
に
も
汗
を
流
し
、

昨
年
は
ス
タ
ー
ト
地
点
で
の
横
断
幕
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

選
手
へ
の
記
念
品
作
り
に
林
業
科
も
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て

は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
熱
量
を
直
に
体
験
で
き
、

選
手
か
ら
感
謝
の
声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
味
や
楽
し
さ

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
奥
三
河
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
レ
ー
ス
」
は
10
月

26
日
㈰
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
田
口
高
校
の

青
い
幟
旗
を
見
か
け

ま
し
た
ら
、
生
徒
た

ち
に
も
ぜ
ひ
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
「
地
域
と
田
口
高
校
」

　
そ
の
二
　
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル

　

田
口
高
校
の
前
身
で

あ
る
田
口
農
林
を
開
校

す
る
た
め
、
明
治
の
先

人
た
ち
が
鴨
山
に
植
樹

を
し
、
成
長
し
た
木
々

を
売
っ
て
開
校
の
原
資

と
し
た
よ
う
に
、
林
業

は
奥
三
河
だ
け
で
な
く
、

田
口
高
校
に
と
っ
て
も

大
切
な
資
源
の
一
つ
で
す
。

　

林
業
科
の
生
徒
は
、
日
々
の
実
習
に
加
え
、

鴨
山
演
習
林
で
の
宿
泊
実
習
を
通
し
て
、
植

樹
や
育
林
、
伐
採
と
出
荷
ま
で
の
技
術
を
学

び
ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
「
ス
マ
ー
ト
林

業
」
を
体
験
し
た
り
、
実
際
の
林
業
の
現
場

を
見
学
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
が
知
識
や
技

術
を
競
う
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
全
国
大
会
で
は
、

五
回
連
続
優
秀
賞
（
農

業
鑑
定
森
林
部
門
）
を

受
賞
す
る
な
ど
、
小
規

模
校
な
が
ら
も
輝
か
し

い
実
績
を
あ
げ
て
い
ま

す
。 「

林
業
科
」
で
学
ぶ

14

　乳幼児期は食べる・飲み込むなどの口腔機能の基礎がつくられる時期で
あり、また、お口の育ちは身体の発育発達とも関連しています。さらに、
こどもの歯は虫歯になりやすく進行が早いという特徴があるため、虫歯に
ならないための予防が大切です。早い時期からお口の健康に気をつけまし
ょう。

　設楽町では１歳６か月児で、近い将来虫歯になるリスクが高いとされる子の割合が多く
なっています。そういった現状もふまえ、１歳６か月児健診、３歳児健診での歯科健診に
加えて、２歳での歯科健診をはじめました。歯の本数も増えてくるため、お口の管理はよ
り一層注意が必要です。案内が届いたら受診するようにしましょう。

こどものお口を育てよう

令和７年度から２歳児歯科健診（集団）を開始しました

　健康相談を随時実施しています。電話で予約をお願いします。

―けんこう列車を読んでいただいた方へプレゼントー
スマートフォンアプリ「あいち健康プラス」内の「イベント参加」から
ＱＲコードを読み取ってポイントゲット！

◀アプリ
　あいち健康プラス

したら保健福祉センター　☎（６２）０９０１問い合わせ先

□ 食事のときに足の裏が床や
　 足台についていますか？

体幹が安定することで、かむ
力が身につきます。足がブラ
ブラしないよう、机やイスの
高さを調整しましょう。

□ 「おやつ＝お菓子」になっていませんか？

おやつのポイント

☆飲み物はお茶・水を中心に！
☆量と時間を決めて！ちょこちょこ食べ、だらだら食べに注意！
☆歯につきやすいもの、ジュースやスポーツドリンクはむし歯になりやすいため注意！

こどものおやつは食事を補うものです。１日３度の食事ではとりきれない栄養やエネルギーの補給の
機会としましょう。おにぎり、いも、果物、ヨーグルトなどがおすすめです。また、おやつを食べす
ぎて食事量が減ってしまわないように気をつけましょう。

□ かまずに丸飲みして
　 いませんか？

よくかんで食べることは、口
まわりの筋肉やあごの発育を
促します。食べ物をかまずに
水分で流し込むのを防ぐため、
お茶や水は口の中に食べ物が
なくなってから与えましょう。

□ かかりつけの歯医者さんが
　 ありますか？

生えたての歯は虫歯になりや
すく、乳歯が生えそろう３歳
ごろには奥歯の歯と歯の間に
むし歯ができやすくなります。
歯医者さんで定期的な健診や
むし歯予防のアドバイスを受
けましょう。
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つ
ぐ
診
療
所

つ
ぐ
診
療
所

 診 療 時 間 月 火 水 木 金

 午前 ９時～正午 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

 午後 ２時～５時 ◯ ◯  ◯ ◯

〈診療科目〉
　内科・小児科・脳神経外科
　（次回の整形外科診療は
　　９月29日㈪です）

〈問い合わせ先〉☎（８３）３００１
※受付時間は
　診療時間の30分前

※各月の最終月曜日、
　および６・９・12・３月の第２月曜日は
　10時～正午、13時～16時

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

・
新
城
市
薬
剤
師
会

　

☎
０
９
０（
４
７
９
３
）１
２
０
０

・
開
設
時
間　

19
時
〜
23
時

お
く
す
り
の
相
談
電
話

お
く
す
り
の
相
談
電
話

月曜日

水曜日

木曜日

田口地区（栄町・本町・萩平・太田口）、
やすらぎの里、神田、平山、津具地区
【可燃ごみのみ：田内（旧国道沿い）、清崎（国
道沿い）、田峯（竹桑田）】
和市、荒尾、小塩、清崎、田内、田峯、
三都橋、笠井島、小松、長江
田口地区（栄町・本町・萩平・太田口）
名倉地区（清水、川口、貝津田、湯谷、大平、
東部、南）、津具地区

特
別
収
集
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

白
色
ト
レ
ー

使
用
済
み
乾
電
池

毎月第３火曜日 津具
毎月第４火曜日 名倉

毎月第１火曜日 名倉、津具、特別収集地区
を除く地域

毎月第１・３木曜日 宇連・松戸
毎月第３水曜日 裏谷
毎月第２・４木曜日 沖ノ平・駒ヶ原
毎月第４水曜日 西川・桑平

ゴミの収集日

１日
15日
29日

４日
18日

３日
17日

17

口座振替と手当振込日

■国民健康保険料
■上下水道料
■保育料
■町営住宅使用料
■後期高齢者
　　　　医療保険料

９月30日㈫
振替日

■町民税・県民税
■国民健康保険料
■上下水道料
■保育料
■町営住宅使用料
■後期高齢者
　　　　医療保険料

９月１日㈪
振替日

設楽町の人口

今月の表紙今月の表紙

東三河消費生活センターの
問い合わせ先

ゴミ処理量　７月分

困ったときはお気軽にお電話でご相談を！
消費者ホットライン☎１８８（いやや！）
に相談してください

可燃ゴミ
不燃ゴミ
資源ゴミ

前年比
94ｔ（　 ±0ｔ）
1ｔ（　 －1ｔ）
17ｔ（　 －3ｔ）

（８月１日現在） ７月届出分

令和７年度の累計に関する数字に誤りがありました。大変失礼いたしました。

令和７年度の累計

人口 4,003人 （－10）
　男 1,983人 （　－2）
　女 2,020人 （　－8）
世帯 1,951戸 （　－1）

出生 0人
死亡 10人
転入 4人
転出 4人

2人
38人
70人
36人

（前月比）

　７月26日㈯、設楽町役場で、「設楽夜市」
が行われました。
　天気も良く多くの方に足を運んでいた
だき、大盛況でした。
　11月29日㈯にも開催予定ですので、皆
さんお誘い合わせの上、ご来場ください。

そのほか
◆東三河消費生活総合センター
　　　　　　　　電話：0532（51）2305
◆東三河消費生活豊川センター
　　　　　　　　電話：0533（89）2238
◆東三河消費生活設楽相談室
　（ビデオ通話相談・事前予約制）
　　　　　　　　電話：（62）0527

９月11日㈭振込日 ■児童扶養手当
　　（７・８月分）

９月19日㈮振込日
（予定）

９月25日㈭

■町在宅重度障害者手当
　　（４～９月分）
■県遺児手当
　　（７・８月分）

振込日

小学生の部　ダンス発表

99月
September

※新型コロナウイルスの影響で変更・中止になる可能性がありますので、各問い合わせ先か企画ダム対策課（☎（62）0514）まで
　お問い合わせください。

親子リトミック
教室
（田口特産物
 振興センター）

乳幼児相談
（したら）

乳幼児健診
（したら）

栄養・食事相談

巡回職業相談
予防接種（したら）
栄養・食事相談
乳幼児相談
（つぐ）

「アウトドア
カレッジ×
遊べる
建設企業展」

こころの相談
（したら）

秋分の日 言語相談
（したら）

女性のがん検診
（したら）

16

敬老の日

北設広域事務組合
資源・ごみ分別アプリ

をご活用ください！

　「設楽町省エネルギー及び再生可能エネル
ギー基本条例」の理念に基づき、持続可能な
社会づくりを目指しましょう。

役場の再生エネルギー発電量役場の再生エネルギー発電量
　７月分 2,724(kWh)

令和７年の累計14,594(kWh)
およそ９世帯１か月分の電力量です！ ※上記の品物を譲り受けたい方、または譲りたい方は、企画ダ

　ム対策課へご連絡ください。
　　問い合わせ先　企画ダム対策課　☎（６２）０５１４

譲りたいもの
　　～募集中～
譲ってほしいもの
　　～募集中～

※地区のゴミの収集日は、左ページを
　ご確認ください。

… プラスチック収集日
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TEL 0536（62）0514 FAX 0536（62）1675 https://www.town.shitara.lg.jp/
●広報したらについてご意見、ご感想をお寄せください。 企画ダム対策課 内線：142 メール：kikaku@town.shitara.lg.jp

発行日／2025年８月15日No.238 発行／設楽町役場 編集／企画ダム対策課 〒441-2301 愛知県北設楽郡設楽町田口字辻前14番地

今月は　　　　
　特 別 編

津具ほたる祭りが開催されました津具ほたる祭りが開催されました
　６月21日㈯、津具高齢者若者センターで「津
具ほたる祭り」が開催され、700名を超える来場
者がありました。
　会場では、地元の小中学生によるピアノ演奏、
ほたる祭り限定オリジナルバンド「リバーサイド
ホタル」のライブ演奏、そしてピアノ連弾ユニッ
ト「デュオ・ミスコラーレ」の美しい演奏が披露
され、音楽を楽しむひとときとなりました。
　また、会場近くの川沿いでは、ほたるの舞う幻
想的な光景が広がり、訪れた人々は夏の訪れを感
じながら、自然の美しさに見入っていました。
　地域の魅力とにぎわいが感じられる、心温まる
ひとときとなりました。

　このコーナーでは、新しく地域に来た人（赤ちゃん、新婚さん、移住した人）や、町内で精力的に
活動するグループなどを紹介します。皆さんからの投稿をお待ちしています！

【タイトル】
　楽しみな
　蓮の季節に
　なりました。
【撮影日時】
　７月７日
【撮影場所】
　清崎
【撮 影 者】
　Ｈさん
　（小松在住）

季節を感じ
る写真

募集中!!

ピンク色が
美しい

　このコーナーでは、
設楽町内で撮影した
花や風景などの自然
のほか、季節の風物
詩となっているお祭
りなど、季節を感じ
る写真を紹介します
（過去の写真でも構
いません）。
　写真にタイトル、
撮影日時、撮影場所、
撮影者、コメント
（30字程度）を添
えて企画ダム対策課
へお送りください。
　町の公式ホームペ
ージの「町民カレン
ダー Shitara Time」
にも掲載します。
　皆さんからの投稿
をお待ちしています！

夏


